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７月31日（火）に，日頃からお世話になっ
ている垂水市の地域の方々に感謝の気持ちを
込めて，垂水市街地（国道220号線沿い）の
清掃活動をさせていただきました。
当初は，７月21日（火）に行う予定でした

が，天候の関係で延期して実施しました。旭
町の国道沿いから幹部派出所前までの道のり
およそ１㎞を生徒会や部活動生など有志の生
徒55人が一生懸命に空き缶やゴミなどを拾い
ました。街道沿いの商
店街の皆さんから「頑
張ってるね 「ごくろう」
さん」とねぎらいの声
もかけていただきまし
た。また，商店や銀行
の方から飲み物までい
ただき，地元の皆さん
とのコミュニケーショ
ンもとれ，充実した清
掃活動になりました。
地元の皆さん，いつ

↑ いい汗かきましたもありがとうございます。

７月25日（土）に垂水通り会の八坂神社の六月灯に
参加しました。開催前日まで，台風12号が接近してきそ
うな天候で，実施されるか心配したが，ありがたいこと
に快晴の中，開催できました。音楽部と軽音楽同好会の
生徒（計７人）が，夏にちなんだ曲（ジッタリンジンの
「夏祭り ，ゆずの「夏色」など計６曲）を披露しまし」
た。また，８月８日
（土）の「たるみずふ

」 ，れあいフェスタ には
音楽部と軽音楽同好会
曲はオリジナルで 夏（ 「
空」を含むの５曲）が
舞台で楽曲を披露した
ことをはじめ，ボラン

（ ）ティアで野球部 11人
とバスケットボール部
（８人）が前日の設営から，当日の舞台装置等の搬入搬
出などの手伝いをさせていただきました。
そして，圧巻は，本校弓道部関係者によるメインイベ

ントの花火大会の点火式でした。顧問の遠山先生と卒業
生の丸山和喜くん，野元彩香さんが
点火した矢先を闇夜に向けて放ち，
花火大会がスタートしました。夏の
夜空に向かって，今か今かと興奮を
抑えつつ，厳かな雰囲気までも漂わ
せながらの点火式は，地元の方々に
も大変好評をいただいております。
垂水市民の方々の御助力と御支援

により，本校生徒の活躍の場を与え
ていただいておりますことに，この
紙面を借りて，感謝申しあげます。
今後も，更に垂水を盛り上げてい

きたいと思います。
← 点火式の様子

８月３日（月）から５日（水）の２泊３日
， ，で 鹿屋市にある国立大隅青少年自然の家で

「 」 。毎年恒例の 夏季学習合宿 を実施しました
，静かな環境で集中して学習する体験を通し

夏季休業以降の学習の充実を図ることと，宿
泊し団体行動をする中で，生徒及び教師との
交流を深め，進路意識の高揚を図ることを目

。 ， ，的として行われます 今年度は ３年生３人
２年生３人（計６人）で，国，数，英の３教
科を３人の先生方の指導で，みっちり学習し
ました。普段とは違う環境で，集中して学習
するので 参加した生徒は 小， ，「
論文に時間をかけて，集中し
てできたので，成長した手応
えを感じました」と話してく
れました。

，目的意識を確かなものにし
それに向かって地道に努力す
ることの大切さを感じ，仲間
や教師と共に過ごす中で，絆
も生まれたと思います。それ
ぞれの進路実現に効果があっ
た「勉強合宿」でした。

国語のグループ →

ディスカッションの様子

８月26日（水）に本校で，３年生就職希望者15人に対し，地
元企業の方による「面接指導会」を実施しました。御多忙の中，
株式会社川畑瓦工業の川畑代表取締役と鹿児島相互信用
金庫垂水支店の上村支店長のお二方に御指導をいただきまし
た。本校教師とは違うプロの方の御指導で，生徒たちの課題を
的確に指摘していただきました。就職試験を目前に控えた生徒た
ちにとって，本番さながらの緊張感をもって臨むことができました。
生徒たちは「自分の直すべきところを教えてもらい，よかった」，「い
いところを評価してもらえて，自
信がついた」などと感想をもち，
来るべき本番に向けて，闘志を
新たにしておりました。お二人に
は，「合格しました」の報告で感
謝の意を表したいと思います。

緊張感がにじみます →


